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1 はじめに
近年、GPS機器の小型化・低価格化が進み、位置情

報を利用したサービスが次々と開始されている。従来
の GPSを利用した位置情報の利用は、車や船舶など
の「物」を中心としたサービスであったが、現在では、
PDAや携帯電話などのモバイル機器を利用する「人」
を中心としたサービスへ展開を始めている。
携帯電話の契約者数は 9400万 (2006年 11月)を超

えており、ほぼ一人が一台の携帯電話を所持している。
2007年 4月以降に発売される携帯電話には、原則とし
てGPS搭載が義務付けられることもあり、位置情報利
用サービスの中心は物ではなく人へ移ると考えられる。
インターネットの普及による情報量の急増により、

利用者にとって有益な情報が「存在するが、検索して
見つけることができない」という状況が発生している。
特にモバイル機器の利用においては、端末の大きさや
入力デバイスの制限などから、効率的な情報の検索や
表示の実現は難しい。こういった理由から、サービス
業者により管理されたメニューリスト用いて、用途や
ジャンルから情報を大まかに選択することで情報を検
索しているユーザも多い。この手段は情報の選択や入
力の手間も大きく、屋外で長く操作時間を費やしたに
も関わらず、得られた情報はわずかで、自分の望む情
報が得られないケースも少なくない。
本稿ではこれらの問題の解決を目指した、情報提示

システムの提案とプロトタイプの試作を行う。

2 情報提示システム『水晶珠』
本稿で提案するシステムを「水晶珠」と名づける。

水晶珠は個人の場所と時間に応じて必要な情報を映し
出す、情報提示・共有システムである。携帯電話など
のモバイル機器から利用する事を想定し、情報の提示
において手間の必要な入力作業をほとんど行う必要が
ないシステムを目指している。情報の推測は、各個人
から収集した行動履歴を元にして行う。また、推測の
間違いを学習することで、利用者にとってより好まし
い結果を導くことができる。このように、本稿で提案
する水晶珠は、占い師の使う道具のような「覗き込む
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だけで本人の必要としている情報を提示することがで
きるシステム」を目指している (図 1)。

図 1: 水晶珠のシステムイメージ図

提供される情報は利用者により追加・変更可能とす
る。管理者によって一方的に決められたものではなく、
災害時や街づくりなどで使われるWeb-GISと同様に、
利用者による情報の登録を受け付ける。このように、
集合知の考え方を利用することによって、利用者が必
要と感じた細かい粒度の情報を自由に追加できるシス
テムを実現する。
提案システムでは、市町村から施設内までのエリア

作りに対応することができる。また、位置情報を利用
した利用者によるコミュニティの形成を促進し、地域
の不審者情報の提示や迷子の捜索といった、リアルタ
イム情報の発信にも活用が期待できる。

3 システムの課題
本システムの実現には、以下の課題がある。

位置情報の収集と効率的な保存 システムの利用者か
ら位置情報を収集する。また収集した大量のログ
を整理し、効率的に保存する必要がある。

行動の学習と予測 行動履歴から、利用者の行動を学習
する。さらに利用者が必要としている情報を、利
用者自身と他人行動から予測する。利用者の行動
や必要とする情報の予測方式にも、固定的な方式
から自由度の高い方式まで状況に応じて様々な種
類が必要となる。また方式を追加・切り替えでき
る仕組みも必要である。さらに、他の利用者の情
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報を統計処理することで、同じ地域や同じ行動を
行う利用者の行動を推薦情報として提示する。こ
れにより、自身では気づくことができなかった情
報を手に入れることができる。

利用者による情報・機能の追加 利用者によるシステ
ムの改善や提供情報の追加が可能なシステムを実
現する。システムの機能と情報の自由な追加・変
更を行える構造を実現することで、集合知を利用
できるシステムとする。

セキュリティと個人認証 携帯電話網の安全性を生かし
た利用者の認証を行う。これにより、悪意のある
ユーザを検知可能なシステムを構築する。個人の
情報と集団の情報を分離し、情報流出の対策を行
い安全性を高める。

スケーラビリティ 利用者の増加に対し、サーバの増設
などで対応可能なスケーラビリティを備える必要
がある。また、利便性を高めるため、情報提供エ
リアである学校等の施設や市町村が容易にサーバ
を設置できる必要がある。

4 システム概要
プロトタイプシステムは図 2のように構成した。

図 2: システム構成図

スケーラビリティの向上と個人情報と共有情報の分
離を行うため、サーバ群を機能により分離した。
クライアントには、定期的に位置情報をサーバへ送

信する位置情報送信デーモンと、情報を閲覧するため
のWebブラウザが必要である。サーバ側は、位置情報
送信デーモンと、Webブラウザからのアクセスに対応
した 2つのインタフェースを持つ。デーモンに対して
は位置情報受信サーバが対応し、TCP/IPによる通信
を行う。Webブラウザのインタフェースは、サーバに
Apacheを導入し PHPプログラムにより処理する。必
要情報推測サーバに通常の PC からアクセスを行い、
ユーザ別の細かい設定調整を行うことができる。また、
地理情報管理Webサーバのコンテンツは、多数のユー
ザによる地図と緯度・経度の対応付けや、情報ページ
へのリンク作成に対応するためにWikiを利用した。

5 システムの利用例
電車通学を行っている大学生が、本システムを利用

する例を示す。通学時には、大学内に設置された学生
向け情報が表示され、休講やスケジュールなどが提示
される。これは、この学生が大学到着時に学生向け掲
示板を毎回確認するという動作を学習した結果である。
帰宅時に駅に向かう途中では自宅までの乗り換え情報
や到着予測時間が提示され、急いで乗換えをすべきか
多少駅でゆっくりしていっても良いかがわかる (図 3)。
また、家への連絡といった基本的な処理をこの画面に
登録することも可能である。さらに、電車を降りる直
前には、最寄り駅付近の警戒情報や、いつも寄る商店
の売り出し情報などが提示される。

図 3: 水晶珠を覗いた様子

初めて訪れた地域や、特別なスケジュールが設定さ
れていない場合は目的地が不明となり、周囲の観光情
報や地図などの表示に切り替わる。

6 まとめと今後の展望
本稿では、個人と集団の行動履歴に基づき、モバイ

ル機器において必要な情報を予測し提示するシステム
「水晶珠」を提案し、その構成および課題の検証と、プ
ロトタイプの作成を行った。今後は、目的地推測サー
バの機能向上方式の開発、PDAや携帯電話などの小型
端末への実装、利用評価を行う予定である。
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